
生
保
会
社
に
再
保
険
の
リ
ス
ク
管
理

高
度
化
を
促
す
監
督
指
針
改
正
の
要
諦

形
式
で
な
く
「
実
質
」
で
の
評
価
が
必
要
な
資
産
集
約
型
再
保
険
の
リ
ス
ク

近
年
、
生
命
保
険
会
社
に
お
い
て
資
産
集
約
型
再
保
険
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
引

は
、
資
本
効
率
の
向
上
等
に
資
す
る
側
面
も
あ
る
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
な
ど
、
平

時
に
は
見
え
に
く
い
リ
ス
ク
が
ス
ト
レ
ス
時
に
顕
在
化
し
得
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
動
向
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
は
７
月
１
日
、
再
保
険
に
係
る
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
を
促
す
観
点
か

ら
「
保
険
会
社
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」（
以
下
、
監
督
指
針
）
を
改
正
し
た
。
本
稿
で
は
、

そ
の
背
景
と
狙
い
、
保
険
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
へ
の
含
意
を
概
観
す
る
。

生
命
保
険
会
社
に
お
け
る

再
保
険
の
利
用
拡
大

　

保
険
会
社
の
経
営
課
題
を
解
決
す

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
再
保
険
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
再

保
険
取
引
は
、
大
規
模
災
害
な
ど
に

よ
る
巨
額
の
保
険
金
支
払
い
リ
ス
ク

へ
の
備
え
と
し
て
損
害
保
険
分
野
で

の
活
用
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、

生
命
保
険
分
野
で
も
保
険
引
き
受
け

リ
ス
ク
の
移
転
や
新
契
約
費
負
担
の

平
準
化
な
ど
を
目
的
に
活
用
さ
れ
て

き
た
。

　

近
年
、
生
命
保
険
会
社
に
よ
る
再

保
険
取
引
の
伸
び
が
一
段
と
顕
著
に

な
っ
て
い
る
（
図
表
）。
背
景
に
は
、

従
来
の
再
保
険
と
は
性
質
の
異
な
る

資
産
集
約
型
再
保
険
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
＝

A
sset-Intensive R

einsurance

）

の
利
用
拡
大
が
あ
る
。

　

資
産
集
約
型
再
保
険
は
、
年
金
保

険
や
長
期
貯
蓄
性
保
険
な
ど
の
資
産

運
用
収
益
へ
の
依
存
度
が
高
い
契
約

に
つ
い
て
、
負
債
と
対
応
す
る
運
用

資
産
の
リ
ス
ク
を
包
括
的
に
再
保
険

会
社
に
移
転
す
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

出
再
に
係
る
資
産
・
負
債
の
リ
ス
ク

／
リ
タ
ー
ン
は
主
と
し
て
再
保
険
会

社
に
帰
属
す
る
。
な
お
、
出
再
に
よ

り
保
険
契
約
自
体
が
移
転
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
契
約
者
に
対
す
る
支
払

い
責
任
な
ど
は
引
き
続
き
元
受
け
保

険
会
社
が
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

資
産
集
約
型
再
保
険
が
増
加
し
て

い
る
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

金
融
庁
　
監
督
局
　
保
険
課

　
保
険
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
管
理
官

伊
藤
仁
美

　
保
険
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室

　
　
課
長
補
佐

伊
藤
卓
也

前
金
融
庁
監
督
局
保
険
課
保
険
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
室
課
長
補
佐

舩
越
章
仁
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再保険で必要な実質的リスク管理

が
あ
る
。
低
金
利
環
境
の
長
期
化
や

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー

規
制
の
導
入
を
背
景
に
、
資
本
効
率

の
向
上
や
リ
ス
ク
管
理
高
度
化
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
た
。
加
え
て
、
相
対

的
に
高
い
運
用
利
回
り
に
よ
り
競
争

力
の
あ
る
保
険
料
率
を
確
保
す
る
た

め
に
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

　

再
保
険
会
社
側
に
も
、
長
期
資
産

の
運
用
に
よ
る
収
益
機
会
へ
の
期
待

か
ら
こ
の
領
域
を
成
長
分
野
と
位
置

付
け
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
ー
な
ど
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
運
用
会
社
系
列
の

再
保
険
会
社
に
よ
る
日
本
市
場
へ
の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
０

年
前
後
か
ら
、
こ
う
し
た
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
わ
が
国
保
険
会
社
と
の
間
で
の

取
引
実
績
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
。

資
産
集
約
型
再
保
険
が
は
ら
む

二
つ
の
リ
ス
ク
発
現
経
路

　

一
般
に
長
期
で
大
規
模
な
取
引
で

あ
る
資
産
集
約
型
再
保
険
に
は
、
再

保
険
会
社
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
や
、
特
定
の
資
産

ク
ラ
ス
・
法
域
・
再
保
険
会
社
へ
の

集
中
リ
ス
ク
な
ど
の
特
有
の
リ
ス
ク

が
内
在
す
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、

形
式
上
は
リ
ス
ク
が
移
転
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
も
、
ス
ト
レ
ス
時
に

は
出
再
者
に
回
帰
し
得
る
点
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
資
産
集
約
型
再

保
険
は
、
基
本
的
に
、
対
象
と
な
る

資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
再
保
険
会

社
側
で
運
用
さ
れ
る
共
同
保
険
式
再

保
険
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
受
け
保

険
会
社
は
再
保
険
先
の
信
用
力
の
み

な
ら
ず
、
管
理
・
運
用
す
る
資
産
の

内
容
や
運
用
方
針
に
も
間
接
的
に
依

存
す
る
。

　

リ
ス
ク
の
発
現
経
路
に
は
、
次
の

二
つ
が
想
定
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、
担
保
資
産
の
価
値
低
下

で
あ
る
。
再
保
険
契
約
の
担
保
資
産

に
関
し
て
は
、
元
受
け
保
険
会
社
と

の
間
で
、
一
定
の
格
付
け
や
流
動
性

の
確
保
な
ど
に
関
す
る
投
資
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
る
こ
と
が
通
例
で
あ

る
。
し
か
し
、
市
場
環
境
の
急
激
な

悪
化
に
よ
り
再
保
険
会
社
の
運
用
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
毀
損
し
、
再
保
険

契
約
の
担
保
資
産
の
価
値
が
低
下
す

る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
再
保
険
会
社

の
財
務
状
況
が
悪
化
し
、
担
保
資
産

の
質
の
維
持
が
困
難
に
な
れ
ば
十
分

な
担
保
を
回
収
で
き
な
い
恐
れ
が
生

じ
る
。

　

加
え
て
、
担
保
資
産
に
は
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
不
動
産
関

連
投
資
な
ど
の
流
動
性
の
低
い
資
産

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
市
場
が

急
激
に
悪
化
す
る
局
面
で
は
、
こ
う

し
た
資
産
の
評
価
や
売
却
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
再
保
険
契
約
を
解
約
し
、

関
連
す
る
資
産
を
回
収
し
た
上
で
リ

ス
ク
を
元
受
け
保
険
会
社
が
保
有
す

る
「
リ
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
」
に
伴
う
リ

ス
ク
で
あ
る
。
再
保
険
に
お
い
て
は

実
務
上
、
再
保
険
先
の
信
用
悪
化
に

備
え
、
早
期
に
リ
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
で

き
る
権
利
を
設
定
す
る
こ
と
が
多
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
を
行
っ
た
場
合
、
元

受
け
保
険
会
社
は
、
出
再
し
て
い
た

保
険
契
約
に
対
応
す
る
資
産
・
負
債

を
自
社
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
に
再

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
リ
バ
ラ
ン
ス
に
伴
う

コ
ス
ト
が
発
生
し
、
運
用
管
理
面
で

の
制
約
等
が
生
じ
得
る
。
新
た
な
出

再
先
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
も
、
市

場
が
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
局
面
で

は
、
適
切
な
出
再
先
の
確
保
が
困
難

な
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
元
受
け
保

険
会
社
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ

ン
比
率
は
悪
化
し
得
る
。
そ
の
ほ
か
、

監
督
会
計
上
も
資
産
と
負
債
の
再
認

識
に
よ
り
損
失
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
な
ど
、
財
務
健
全
性
の
悪
化
に

つ
な
が
り
得
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
発

現
経
路
は
、
資
産
集
約
型
再
保
険
の

一
般
的
な
ス
キ
ー
ム
を
前
提
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
実
際
は
、
そ
の
構
造

は
契
約
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
複

雑
な
ス
キ
ー
ム
も
存
在
す
る
。
テ
ー

ル
リ
ス
ク
と
し
て
ど
の
よ
う
な
か
た

ち
で
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
か
、
あ

ら
か
じ
め
網
羅
的
に
見
通
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
リ
ス
ク
の
伝
播
が
複
層

的
と
な
る
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

受
再
者
が
さ
ら
に
再
保
険
を
活
用
す

る
場
合
、
再
々
保
険
先
の
健
全
性
や

引
き
受
け
の
集
中
状
況
が
、
最
終
的

に
元
受
け
保
険
会
社
の
健
全
性
な
ど

に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
契
約
条
項

に
よ
っ
て
は
再
々
保
険
先
に
関
す
る

情
報
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
、
よ
り
高
度
な
リ
ス
ク
管
理

が
求
め
ら
れ
る
点
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

　

資
産
集
約
型
再
保
険
は
、
単
な
る

リ
ス
ク
移
転
で
は
な
く
、
信
用
・
市

場
・
流
動
性
・
保
険
引
き
受
け
リ
ス

ク
な
ど
が
相
互
に
連
関
す
る
複
合
的

な
取
引
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
経
済
的
実
態
に
即
し
た
総
合
的
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な
方
針
の
策
定
や
管
理
が
不
可
欠
で

あ
る
。

実
質
的
な
リ
ス
ク
の
所
在
を

重
視
す
る
改
正
監
督
指
針

　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
金
融

庁
は
７
月
１
日
に
監
督
指
針
を
改
正

し
た
。
改
正
の
本
質
は
、「
形
式
で

は
な
く
実
質
」
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク

の
所
在
を
捉
え
る
点
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
契
約
上
の
リ
ス
ク
移
転
で
は
な

く
、
経
済
的
実
態
と
し
て
リ
ス
ク
が

ど
の
主
体
に
帰
属
し
て
い
る
か
を
重

視
し
て
い
る
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、

ス
ト
レ
ス
時
を
含
め
た
担
保
の
回
収

可
能
性
の
確
保
で
あ
る
。
本
改
正
は
、

個
別
の
ス
キ
ー
ム
を
形
式
的
に
規
制

す
る
も
の
で
は
な
く
、
再
保
険
取
引

を
含
む
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
を
実

質
ベ
ー
ス
で
徹
底
・
高
度
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
本
改
正
で
は
、
責
任
準
備

金
の
不
積
み
立
て
（
い
わ
ゆ
る
Ｖ
控

除
）
の
要
件
と
し
て
、
①
リ
ス
ク
が

将
来
に
わ
た
り
継
続
的
か
つ
実
質
的

に
移
転
し
て
い
る
か
、
②
再
保
険
金

な
ど
の
回
収
の
蓋
然
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
│
│
の
２
点
に
つ
い
て
考

え
方
を
明
確
化
し
た
。
こ
れ
ら
は
従

前
か
ら
着
眼
点
と
し
て
示
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
新
た
な
法
的
義
務
や
規
制

を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
。
資
産

集
約
型
再
保
険
の
拡
大
を
踏
ま
え
、

既
存
の
考
え
方
を
具
体
化
し
た
も
の

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

資
産
集
約
型
再
保
険
は
、
契
約
に

よ
っ
て
、
再
保
険
金
の
支
払
い
減
額

等
に
よ
り
損
失
負
担
が
出
再
者
側
に

回
帰
す
る
構
造
や
、
再
保
険
会
社
の

裁
量
で
経
済
価
値
が
毀
損
し
得
る
構

造
、
担
保
や
リ
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
条
項

の
設
計
に
よ
っ
て
資
産
の
回
収
に
不

確
実
性
が
生
じ
る
構
造
な
ど
が
存
在

す
る
。
こ
の
場
合
、
形
式
的
な
リ
ス

ク
の
所
在
と
経
済
的
実
態
が
乖
離
す

る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
の
外

部
移
転
が
維
持
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。

　

Ｖ
控
除
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
リ

ス
ク
か
ら
実
質
的
に
解
放
さ
れ
て
い

る
場
合
に
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、

リ
ス
ク
移
転
の
継
続
性
お
よ
び
回
収

可
能
性
に
つ
い
て
、
実
質
ベ
ー
ス
か

つ
総
合
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
契
約
書
の
形
式
で
は

な
く
、
契
約
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

構
造
や
損
益
の
帰
属
、
担
保
設
定
や

分
別
管
理
の
実
効
性
、
リ
キ
ャ
プ
チ

ャ
ー
条
項
の
実
効
性
、
再
々
保
険
等

を
通
じ
た
リ
ス
ク
移
転
の
連
鎖
な
ど

を
踏
ま
え
た
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

仮
に
こ
れ
ら
が
充
足
さ
れ
な
い
場
合
、

Ｖ
控
除
の
要
件
は
満
た
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
る
。

再
保
険
に
求
め
ら
れ
る

リ
ス
ク
管
理
の
在
り
方

　

本
改
正
で
は
、
再
保
険
に
係
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化

に
向
け
た
主
な
着
眼
点
も
明
記
し
た
。

例
え
ば
再
保
険
先
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、
外
部
格
付
け
や
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー

・
マ
ー
ジ
ン
比
率
等
の
信
用
リ
ス
ク

に
係
る
指
標
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り

広
い
観
点
か
ら
の
検
証
を
求
め
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
レ
ス
時
に
ど

の
よ
う
な
か
た
ち
で
リ
ス
ク
が
顕
在

化
し
得
る
か
を
多
面
的
に
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
再
保
険
先
の
事
業
モ

デ
ル
や
資
産
運
用
方
針
、
所
在
法
域
、

グ
ル
ー
プ
内
の
位
置
付
け
や
相
互
依

存
関
係
、
再
々
保
険
の
利
用
状
況
、

金
融
市
場
の
変
動
と
財
務
健
全
性
の

関
係
と
い
っ
た
属
性
を
踏
ま
え
た
検

証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

な
お
、
再
保
険
先
の
所
在
法
域
に

つ
い
て
、
特
定
法
域
へ
の
集
中
を
も

っ
て
一
律
に
リ
ス
ク
の
高
低
を
評
価

す
る
こ
と
が
適
切
と
は
限
ら
な
い
。

各
法
域
に
お
け
る
規
制
・
監
督
枠
組

み
、
再
保
険
先
の
財
務
状
況
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
担
保
の
投
資
先
や
そ
の
管

理
の
実
効
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
個
別
具
体
的
に
リ
ス
ク
を
評
価

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

リ
ス
ク
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
個

別
取
引
ご
と
に
加
え
、
自
社
あ
る
い

は
再
保
険
先
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
全

体
の
観
点
も
重
視
し
て
い
る
。
資
産

集
約
型
再
保
険
は
、
特
定
の
資
産
ク

ラ
ス
や
運
用
主
体
に
依
存
す
る
構
造

を
有
す
る
場
合
も
多
い
。
共
通
の
市

場
要
因
（
信
用
ス
プ
レ
ッ
ド
、
金
利

等
）
に
よ
り
、
複
数
の
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
が
同
時
に
悪
化
す
る
可
能
性

へ
の
留
意
も
促
し
て
い
る
。

　

実
質
的
な
リ
ス
ク
評
価
に
当
た
っ

て
は
、
守
秘
義
務
等
に
よ
る
情
報
制

約
が
実
務
上
の
課
題
と
な
り
得
る
。

例
え
ば
、
再
保
険
先
の
詳
細
な
資
産

管
理
方
針
や
再
々
保
険
に
関
す
る
情

報
が
再
保
険
先
に
と
っ
て
経
営
秘
密

に
当
た
る
場
合
、
元
受
け
保
険
会
社

が
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。

　

も
っ
と
も
、
情
報
制
約
が
契
約
者

保
護
を
損
な
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
各
社
に
お
い
て
入
手
可
能
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再保険で必要な実質的リスク管理

な
公
表
情
報
や
格
付
け
情
報
等
の
最

大
限
の
活
用
、
出
再
先
の
分
散
や
取

引
上
限
の
設
定
、
重
要
事
象
に
関
す

る
通
知
・
情
報
提
供
の
枠
組
み
の
確

保
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
早

期
対
応
体
制
の
整
備
、
流
動
性
確
保

や
ス
ト
レ
ス
時
対
応
の
事
前
検
討
等

を
通
じ
て
、
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
本
改
正
で
は
、
再
保
険

に
係
る
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
が
市

場
リ
ス
ク
等
の
他
の
リ
ス
ク
管
理
と

同
様
に
、
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
の
枠

組
み
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き

こ
と
も
明
確
化
し
た
。
再
保
険
は
単

独
の
リ
ス
ク
削
減
手
段
で
は
な
く
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
全
体
の
リ
ス
ク
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
の
中
で
評
価
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
の
自
己
評
価
）
を
通
じ
、
Ｅ
Ｒ

Ｍ
（
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
）
態
勢
の

適
切
性
お
よ
び
資
本
の
十
分
性
に
つ

い
て
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し

監
督
の
高
度
化
へ

　

生
保
会
社
に
お
い
て
は
、
自
社
の

リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
与
え
る
影

響
を
経
済
的
実
態
に
基
づ
き
把
握
し
、

統
合
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
の

中
で
適
切
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
再
保
険
に
係
る
分
析
・

評
価
を
経
営
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に

適
切
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
管

理
部
門
の
関
与
や
経
営
陣
に
よ
る
十

分
な
理
解
・
監
督
の
確
保
が
い
っ
そ

う
重
要
と
な
る
。

　

本
改
正
に
お
け
る
各
種
の
着
眼
点

は
、
す
べ
て
の
保
険
会
社
に
対
し
て

画
一
的
・
機
械
的
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
再

保
険
取
引
の
内
容
や
規
模
、
リ
ス
ク

特
性
に
応
じ
て
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ

ー
ス
か
つ
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

ー
（
リ
ス
ク
の
性
質
・
規
模
・
複
雑

性
に
応
じ
た
手
法
を
用
い
る
こ
と
）

の
考
え
方
に
基
づ
き
運
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
よ

う
な
形
式
的
な
充
足
で
は
な
く
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
管
理
の
実
効
性

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

金
融
庁
は
改
正
監
督
指
針
の
下
で
、

資
産
集
約
型
再
保
険
を
含
む
再
保
険

取
引
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
つ

つ
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
保
険
監
督
者
国
際

機
構
）
に
お
け
る
議
論
や
海
外
の
規

制
動
向
も
参
考
に
、
監
督
の
高
度
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
海
外
で
は
、

収
支
分
析
や
資
本
規
制
の
枠
組
み
に

資
産
集
約
型
再
保
険
の
リ
ス
ク
評
価

を
取
り
込
む
動
き
が
見
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
わ
が

国
の
実
態
を
踏
ま
え
た
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。
併
せ
て
、
再
保
険
取
引

に
係
る
リ
ス
ク
や
経
済
的
効
果
の
デ

ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
充
実
さ
せ
、

市
場
規
律
の
発
揮
を
促
し
て
い
く
観

点
も
重
要
で
あ
る
。

　

再
保
険
は
、
リ
ス
ク
を
削
減
す
る

手
段
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
の
所
在
を

移
転
す
る
手
段
で
あ
る
。
本
改
正
を

通
じ
て
、
そ
の
所
在
を
あ
ら
た
め
て

問
い
直
し
、
保
険
会
社
の
リ
ス
ク
管

理
の
高
度
化
を
促
す
と
と
も
に
、
契

約
者
保
護
の
い
っ
そ
う
の
確
保
を
期

待
し
た
い
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
係
る
部
分
は

筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
組

織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

い
と
う　

ひ
と
み

12
年
金
融
庁
入
庁
。
国
際
室
、
証
券

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
室
、
マ
ク
ロ
分
析
室
、

デ
ー
タ
分
析
統
括
室
等
を
経
て
25
年

７
月
か
ら
現
職
。

い
と
う　

た
く
や

生
命
保
険
会
社
、
監
査
法
人
を
経
て

25
年
金
融
庁
入
庁
。
経
済
価
値
ベ
ー

ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
に
関
す
る

業
務
等
に
従
事
。
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア

リ
ー
会
正
会
員
。

ふ
な
こ
し　

あ
き
ひ
と

監
査
法
人
に
て
保
険
会
社
の
会
計
監

査
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
従
事

し
、
24
年
金
融
庁
入
庁
。
26
年
６
月

ま
で
保
険
監
督
会
計
、
責
任
準
備
金

制
度
の
運
用
に
関
す
る
業
務
等
に
従

事
。
公
認
会
計
士
。

〔図表〕 生保会社における再保険料の推移

（出所） 　生命保険協会
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